
理事長挨拶

おかげさまで６０周年

一般財団法人 静岡経済研究所
理事長 馬瀬 和人

６０周年記念事業

●新春講演会
県内３会場（開催済）

●静岡県経済白書 発刊

●会員向け会報誌調査月報特別企画

「当所会報誌で振り返る
静岡県経済60年の歩み」(3月号)

「先端科学技術を生かして県内産業
の近未来を切り拓く」(4月号)

●会員向け新サービス
（当所ホームページコンテンツ）
「調査研究リポート検索サービス」

この一冊で“いま”と“これから”
の静岡県がわかる

皆様に
支えられて

静岡経済研究所は、昭和38年３月、静岡銀行の創立20周年記念事業の一環として創設され、おかげさま
で60周年を迎えました。

当研究所は「静岡県内の経済・産業の実証的な調査研究を行い、地域経済の健全な発展に資すること」
を設立の目的とし、一貫して地域に密着した経済、産業、経営に関する情報の提供に努めてまいりました。
現在、私どもの活動を支えて頂いている会員数は、静岡県内企業を中心に約15,000先を数えるに至ってお
りますが、これもひとえに皆様方のご支援とご鞭撻の賜物と、心より感謝申し上げます。

さて、令和５年度が始まった我が国経済を概観しますと、約３年間続いたコロナ禍での様々な制約が解
除され、インバウンドを含めた人流や部品供給に係るサプライチェーンも、ようやく正常化に向かいつつ
あります。しかしながら、物価高による消費マインドの低下や原材料価格の高騰、人手不足も相まって高
まる賃金上昇圧力により、企業を取り巻く収益環境は依然として厳しく、景況感も本格回復にまでは至っ
ていないというのが実態ではないでしょうか。

こうした中、当研究所では、今年度から「地域の未来づくりを支えるシンクタンク～専門性を磨き上げ、
持続可能な地域経済の発展に寄与する～」をビジョンに掲げ、第７次中期経営計画（２０２３～２７年
度）をスタートさせました。先の見通しが難しく環境変化の激しい「VUCA」の時代を乗り越えるべく、
皆様の経営の一助となるような情報提供に努めてまいりますので、今後とも当研究所に対しまして、末永
いご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。
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